
 

 

 







・作中の設定が大胆なので、エンタメ性が高く興味を惹かれます。

・お盆の期間は帰省や旅行で交通網が混雑する時期ですが、それを霊界と通じる道という設定に落とし込

んだところが、素晴らしい発想だと思います。霊の密度が高いほど、人間に見えやすくなる……だから心
霊スポットも生まれるという設定にも説得力があり、こういった補足説明が作中で起きている事柄の解像

度を高めています。

・語り口はライトでコミカルながら、亡くなった人や動物によって地上の人々がそれぞれに影響を受け、

感情を揺さぶられ、暮らしぶりが変容しているのを見ると、なんとも言えない気持ちになりますね。死者

が霊界と地上を自由に行き来できるようになったわけではなく、一時的に、非常事態として地上に留まっ

て目に見えるようになっているだけ……軽やかな文体の底に、消しきれない寂しさが見え隠れするよう
な……。

・【日本では昔から幽霊や妖怪を絵や小説にして残し、幽霊を恐れるようにしたのだという。亡くなった

人を、ちゃんと弔うように。霊の悲しみを少しでも和らげるように】→これもコミカルな中に、ふと切な
さを添えるような部分で良いですね。ただ、脈絡無く突然出てくるので……勿体ぶって重要な場面で使わ
れたらもっと効果的だと思いました。

・【そこまで聞いてお父さんはチャンネルを野球に変えた】→こういうさり気ない動作を、余分な説明無
くさらりと入れてあるの非常に良いです！　「ミカちゃんのことを気遣ってのことか、」というような前置

きがあったらよろしくなかった。

・これ、カクヨムで完結済みに設定されていますが、これで終わっちゃうんですか……！？　とても大き
な風呂敷（それもかなり面白くなりそうな）を広げたのに、ここで終わってしまうのはもったいないよう

な気がしました。しっちゃかめっちゃかになった地上。ミカちゃんは泣き続けている。でも、時間はかか

りそうだけど解決の見込みはありそう……本当に一時的な現象で、お別れは避けられないのかも。この終
わり方でもいいのかもしれないけど……。

・死者、お盆、幽霊……と、重々しくなりがちなものを取り扱いながら、全体はコメディタッチで軽い書
き口になっている。せっかく再会できたのにまたお別れなんて……という湿っぽくお涙頂戴な展開になら
ないところが、この作品の良さと言えるかもしれません。全体の設定を見るに、映画「黄泉がえり」を連

想しますが、違う方向性になっています。あちらは、なぜ死者が蘇ってきたのかを調べる中で、かつて失

った人達と再会する……という感じですが、本作は現象の原因が説明された上で、皆がそれぞれに受け止
めたり受け入れたりした話ですね。いいなぁ、こういうの。起こってしまったことは、もう無かったこと

にはできない。作中の人達は戸惑いもありながらも、死者への恐怖や忌避感を示さない。この空気感と、

もみあげ大将さんのカラっとした文体は相性が良いなと思います。

良かった点を教えてください。
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・【九月に入ったがお盆がまだ終わらない。本来ならば十六日に終わるはずだというのに、夏休みが終わ

ってもお盆が終わらないのだ】→【九月に入ったが】という出だしはインパクトがあって良いと思うので
すが、それを活かすためにも【本来ならば十六日に終わるはずだというのに、夏休みが終わってもお盆が

終わらないのだ】を挟まず、【遡ること八月二十日】と場面転換に直接繋げた方が良いと思いました。

・作中で扱われる”霊界”の設定が説明不足で、冒頭から何を言っているのか何が起こっているのか読み解
くのに労力を割かれました。

【お盆が終わっても死者がちゃんと戻るように、と霊界に戻りたくなるような大きなイベントをお盆終わ

りに開催しようと霊界日本支部は考え】→「死者は地上に戻りたいし、できれば霊界に帰りたくはない」
という前提条件が作者の頭にあるのだろうと思いましたが、読者側が必ずしもそう考えているとは限らな

いので、作中ではそういう設定であると説明した方が良いと思います。「お盆は毎年、死者達にとって地

上に帰れる待望のビッグイベントである」というような記述を入れるとか。

さらにややこしくしているのが【お盆が終わっ”ても”死者がちゃんと戻るように】という書き方です。「お
盆が終わっ”たら”死者がちゃんと霊界に帰るように」と言葉遣いの修正＆「戻る・帰る」の使い分けをす
るなどして設定が正しく伝わるようにすると、分かりやすくなるかと思います。

・【人間の幽霊どころか虹の橋の向こうにいる動物の霊たちまでが一斉に逃げ出した】→霊界にいる人間
の霊は”幽霊”ではありませんよね？　幽霊は地上に残ってさまよう霊を指すものと理解しています。ま
た、この書き方だと、人間の幽霊(霊)の中にも騒ぎに乗じて逃げ出した者がいるように読めますが、実際
にはそうではないはず……？

・【清めの塩の力もあって漬物になるらしい】→映像として浮かんできません。食卓のそばでポニーくら
いの大きさの精霊馬がいて、漬物になっているということ……？

・複数人のセリフが続く場面がありますが、誰が発言しているのか分からないところがありました。例え

ば、【ああ。ミカちゃんとこのお母さんとお父さん、あまり仲良くなかったからね。転校もその関係でし

ょ？】の場面では自分・兄・母・祖母がいますが、誰の発言かすぐには特定できません。全てのセリフに

「誰々が言った」と付け加える必要はありませんが……例えば、上記のセリフは恐らく母親かと思います
が「お母さんが思い出したように割って入ってきた」のような、動作を添えながら誰が発言したかを提示

する場面は必要かと思います。

・【ミカちゃんは何も答えない。話したくないんだろうな。それか、難しいことがあるんだろうな。う

ん、うん、と頷いた】→「ミカちゃんは何も答えない。口にできない理由があるのだろう。私はただ、う
んうんと相槌を打った」のような書き方の方が、小説らしい地の文になると思います。

・オチというか、着地点というか、終盤は急に話が畳まれてしまい、尻切れトンボ感がありました。この

設定をもっと活かしてほしい気持ちはあります。起承転結の「起承」あたりで止まっている印象です。い

やいや、ここからじゃんって。思い切った設定を作られただけに、もったいない……！

よくなかった、批判点などを教えてください。
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「お盆の延長戦」という根幹の設定自体は探せば他にもありそうなところ、独自路線で切り込んでしっか

りジョークとしてまとめきっているのが見事だと思いました。犬の名前が全部ポチ、パッと遊びに出かけ

る時に持ち出すのが100均のクリアポーチ、お父さんが変えるチャンネルが野球など、日常的なあるある
の質感が妙にリアルなのも好きです。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。

その他何か感想があればお願いします

 フォーム
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